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概要

多数の応援する人は、勘や経験に基づいて応援するため、応援経験が浅い人や人との関わり方が得意でない人にとって「応援」は難
しいものとなっている。私は、高校の行事で人の応援スキルを向上するためのワークショップに参加した。しかし、そこで学んだことを
意識し実践することは容易ではなく、何らかの補助ツールの必要性を感じた。そこで、私たち高校生としての視点とAIプログラミング
技術をウィルドア様の高校生を支援してきた経験と「学びのナビゲートガイドブック」の知見を掛け合わせ、「誰かを応援したい人を応
援する」アプリ『LISTENAVI』を開発した。

今後の展望

誰かを応援したい人を応援するアプリ

ウィルドア「学びのナビゲートガイドブック」（２０２５年10月）https://x.gd/OJBt0 「ホームページ」（2025年9月）https://willdoor.org/日本感性工学会論文誌　情動評価のためにラッセルの円環モデルに基づく感情重心推定の提案　（２０２５年10月）https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjske/advpub/0/advpub_TJSKE-D-18-00069/_pdf

ウィルドア「学びのナビゲートガイドブック」（２０２５年10月） https://x.gd/OJBt0 
「ホームページ」（2025年9月）  https://willdoor.org/
日本感性工学会論文誌 情動評価のためにラッセルの円環モデルに基づく感情重心推定の提案 （２０２５年10月） https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjske/advpub/0/advpub_TJSKE-D-18-00069/_pdf

。そこで、私たちもワークショップを開き、
LISTENAVIを応援スキルをもつ高校生や大
人を全国に増やす
ためのトレーニング
ツールとして活用し
たいと考えている。
また、応援スキル
の公認資格を作る
ための客観的な
評価ツールとして
も活用していきたい

chatGPT4Ominiにガイドブックの知見に基づいて良いナビゲートを定義し評価させている。また、 chatGPT4Ominiには話し
ている内容を定期的に渡し、要約して表示させている。ここで使っているAPIKEYは安全上の観点から直接ではなくNode-Redを
経由して呼び出している。 オンラインにも対応させるためSkyWayというものを使用した。これは、アプリ上の「参加」ボタンを押すと
SkyWayのサーバーに「このルームに入りたい」というリクエストが送られ、同じルームにいる他のユーザーを探し出し、お互いの通
信経路を確立するための仲介役を果たすものである。 最後にこのアプリのデータはすべてappwriteに保存されている。例えば
appwriteのAccount機能を用いてログイン機能を実現している。

アプリの概要
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応援をAIがするこ
とは可能か？
左図のようにAIか
らのエンパワーは
信頼する人からの
エンパワーに劣る。
AIによる一般的な
情報提供よりも人
による具体的な情
報提供のほうが効
果的。

そして大きい目標としては
「LISTENAVI」によって誰もがた
たかれる悲しい社会ではなく誰も
が応援される社会になること。

「ずっとほしいと思っていた
モノが形になっていてすご
い！」
「納得感のある評価ができ
ている！」
「ウィルドアでも使いた
い！」
という意見をいただいた。

LISTENAVIはリアルタイムで関わり方を評価しユーザーに対して
会話の仕方をcoachingする。coachingするときの評価基準は主
に「学びのナビゲートガイドブック」を取り入れている。「自走・自燃・
自律を促すための関わり方」 「学習者への見立て」 「ナビゲートで
大切にしたいスタンス」の三つ。これらは 相談者の置かれている状
況を正しく理解できているのか、相談者ひとりひとりが自分らしく、
自分に合った“学び”を創造するために適切な関わり方ができてい
るのかということである。AIにこの内容を詳しく定義し、会話中や会
話後に会話内容が上記の内容に基づきフィードバックしてくれる。

私たちが所属している物理部のひとにも使ってもらった。
「適切な応援ができそう」 「評価がわかりやすい」というプラス
の意見や、「画面がごちゃごちゃしている」 「評価基準がわかり
ずらい」などといった、マイナスの意見もあった。これらの意見
を取り入れ多くの人が使いやすく、このアプリを使うことでより
良い自分になることを目指し改良していく。
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